
No. 児童・生徒 小 中

⑥
68.8

68.0 ④
55.8

43.4 ③
86.0

83.3 ①
他の人と意見がちがったときは、質問をして相手の

考えを確かめている。 56.0

56.0

70.4

63.7

【質問①～⑮は区共通項目】 　子どもは、授業で

学ぶことにより、毎日の生活を、自分でよりよくする

ためにできることが増えている

61.5

57.2

【質問①～㉔は区共通項目】　授業では、児童・生

徒が、自分の興味に基づいて問いや課題を立てて

学べるようにしている。

62.0

⑩
64.6

62.4 ⑥
61.5

58.7 ⑤
50.0

66.7 ②
分からないときは、他の人や先生に質問して解決

している。 68.1

69.0

72.6

74.7

子どもは、学校でみんなと一緒に過ごすことによっ

て、社会を、自分たちで変えるための知識や考え

方が身に付いている

67.6

65.0
授業では、児童・生徒が、学習を進める方法や

ペースを自分で決めながら学べるようにしている。

50

66.7

⑰
85.5

53.8 ⑳
71.8

66.8 ⑫
32.0

58.3 ③
自分が考えたことを、積極的に他の人や先生に伝

えようとしている。 53.7

54.1

49.6

44.6
子どもは、学校で人権に関する多様な価値観につ

いて学んでいる

56.7

46.2

授業では、児童・生徒一人ひとりの学びに合わせ

て、「わからない」を解決するための指導・支援をし

ている

86.0

83.3

⑳
93.2

66.2 ⑮
82.0

83.3 ④
他の人と相談して、考えを深めるようにしている。

67.3

63.1

75.2

73.0

学校は、子どもが自分の興味や関心に基づいて学

んだり探究したりできるよう、家庭、地域、民間の団

体や企業等と連携している

55.8

43.4

学級の全体に関わることは、児童・生徒が自分た

ちで、全員の考えや気持ちを確かめながら決めら

れるようにしている

76.0

75.0

㉒
71.1

61.6 ㉕
95.8

89.8 ⑤
学校以外で、月曜日から金曜日まで、毎日およそ

どのくらいの時間、学習をしますか。 ※ ※
連携する小・中学校による小中一貫教育（小・中

学校の教員による協働授業、児童・生徒の交流な

ど地域活動への参加等）が進められている

59.9

53.8

学校生活で児童・生徒が疑問に思ったことは、全

校で話し合ったり、みんなで合意したりしながら変

えられるようにしている

４８．０

50.0

㉓
76.4

87.9 ⑥
自分で計画を立てて学習している。

68.8

68.0

65.0

59.4

子どもは、児童・生徒１人１台専用のタブレット端末や

学習ｅポータル、様々なデジタルコンテンツを、自分の

学びや生活の必要に応じ、選択して活用している

61.5

58.7

学校の教育目標や目指す児童・生徒像、特色ある教

育活動や教育課程などについて、学校評議会や学校

運営協議会、学校関係者評価委員会で協議している

66.0

58.3

①
70.4

63.7 ③
56.7

46.2 ㉘
83.3

87.8 ⑦
教科書を読むなどして、授業でこれから学習するこ

との見通しをもつようにしている。 55.5

60.4

59.9

50.0

学校の教室や校舎、敷地内には、子どもたち自らが、学びや生

活の必要に応じて選択的に活用できる多様な場を設けたり、

様々な道具を備えたりする工夫がなされている

53.8

45.6

児童・生徒が、自分の興味や関心に基づいて学ん

だり探究したりできるよう、家庭、地域、民間の団

体や企業等と連携している

58.0

66.7

④
75.2

73.0 ⑬
55.4

45.8 ㉛
87.5

79.6 ⑧
教科書やノートを読み返すなどして、授業で学習し

たことを振り返るようにしている。 58.1

55.3

67.5

72.7
学校は、いじめを絶対に許さないという雰囲気が

ある

42.0

28.8

連携する小・中学校による小中一貫教育（義務教育9年間を

見据えた一貫性のある学習指導計画の作成、児童・生徒の交

流など地域活動への参加等）が進められている

80.0

75.0

㉗ 77.0 ⑰
75.0

82.4 ⑨
教科書やドリルの問題に取り組むなどして、学習し

たことを確実にできるようにしている。 67.2

67.5

68.0

75.7

学校は、子どもの日常の学びの状況や評価方法

について、参観、面談、HP、お便り等により充分提

供している

61.5

49.6

教員である自分自身が身に付けたい資質・能力

について、必要な学びが得られており、学び続ける

ことができている

70.0

83.3

㉛
76.2

62.7 ㉘
61.8

58.7 ⑩
授業で学習した内容について、疑問に思ったこと

や興味をもったことを調べるようにしている。 64.6

62.4

70.1

58.4
学校は、欠席等連絡、お便りの配布、アンケートの

実施のオンライン化が進められている

92.0

90.9
子どもと向き合う時間が確保できている

52.0

50.0

⑪
授業では、問題や活動に取り組んで「できた」「分

かった」と感じることが多いと思う。 83.8

88.2

73.0

75.5

学校では、教職員、他の保護者、地域の方等とか

かわり、子どもの成長や学校生活について考えた

り話したりすることができている

50.6

43.6
タイムマネジメントを意識して勤務できている

36.0

50.0

⑫
授業では、前の時間までに学習した内容と結び付

けて考える時間があると思う。 75.8

69.4

77.9

73.3

子どもが人間関係や自分自身の心の問題で悩ん

だとき、学校は、その解決を、きめ細かに支援してく

れている

43.6

33.3
勤務する学校は、働き方改革に意識的に取り組ん

でいる

32.0

58.3

⑫
69.4

73.3 ①
61.5

57.2 ⑰
46.0

75.0 ⑬
授業では、他の教科の授業で学習した内容を生

かして考える時間があると思う。 75.2

75.9

74.3

65.3

学校は、通常の学級や特別支援学校、特別支援

学級の子どもが相互に交流したり、一緒に活動し

たりする機会をつくっている

55.4

45.8
誇りややりがいをもって仕事を行うことができてい

る

56.0

58.3

⑬
76.0

65.3 ②
67.6

65.0 ⑭
授業では、他の人と考えを交流しながら課題を解

決する活動を行っていると思う。 73.7

77.7

81.4

85.3
子どもは、学校生活を楽しんでいる

74.4

68.4
ワーク・ライフ・バランスのとれた生活を送ることが

できている

26.0

33.3

⑭
77.7

85.3 ⑤
59.9

53.8 ⑮
授業では、自分が理解したことや考えたことを他

の人や先生に説明する時間があると思う。 69.6

72.4

77.4

72.4

学校は、児童と幼児の交流、保護者への理解啓発

等、幼児教育から小学校教育への円滑な接続を

意識した取組を積極的に行っている（小学部）

40.4

32.0
スクール・サポート・スタッフの活用が負担軽減に

つながっている

82.0

83.3

⑱
68.1

55.3 ㉑
84.3

83.8 ⑯
授業では、学習した内容をどのように振り返ったら

よいかを、教えてもらっていると思う。 63.4

64.1

60.6

56.0

子どもは、障害の状態や特性及び心身の発達の

段階に応じた目標設定や手だてにより自立と社会

参加の可能性が広がっている（特支学級）

50.0

52.4

児童・生徒１人１台専用のタブレット端末や学習ｅポー

タル、様々なデジタルコンテンツは、子どもたちが学び

や生活の必要に応じ、選択して活用している

68.0

83.3

㉒
52.6

46.8 ⑰
新しいことを学んで身に付けようとするとき、自分

で計画を立てて学習を進めることができる。 85.5

53.8

85.4

65.0

子どもは、通級指導教室・特別支援教室で学ぶこ

とによって、学校生活全般への参加がしやすくなっ

ている（特支教室、通級）

75.0

82.4

学校の教室や校舎、敷地内には、子どもたち自らが、学びや生

活の必要に応じて選択的に活用できる多様な場を設けたり、

様々な道具を備えたりする工夫を行っている

46.0

75.0

⑱
相手が自分とはう考えや気持ちでも、受け止めて

いる。 77.6

68.1

74.8

55.3
子どもは、地域の行事に参加している。

8.0

14.3

授業や行事、学校生活全般において、その内容や進め方を、児童・

生徒が自らを学びの主体であると実感しながら、自分たちで考えた

り教職員及び学校関係者と話し合ったりできるようにしている

56.0

58.3

⑲
57.6

55.8 ⑧
42.0

28.8 ㉖
95.8

87.8 ⑲
いまの学校のみんななら、協力して、全員が通うこ

とが楽しくなる学校をつくれると思う。 87.0

57.5

88.5

55.7

学校は、特別支援教育の現状や上級学校又は社会人の生活など、

障害者に関する様々な情報を、保護者会や個人面談、進路説明会

などの機会をとおして提供している（特支学級・特支教室・通級）

26.7

44.7

幼保小連携の必要性について全職員の共通理解

を図るなど、学校全体で幼保小連携の取組が積

極的に進められている

43.8

60.0

㉔ 78.4 ⑫
43.6

33.3
⑳

授業では、学習の方法やペースを自分で選んだり

決めたりしながら学んでいる。 93.2

66.2

90.3

64.1

【質問⑲以降は学園独自項目】 　学園は、様々な

専門性をもつ人材が協力し、組織的に子どもたち

の成長を支えてくれていると感じている。

㉕
85.4

87.3 ⑭
74.4

68.4 ㉑
授業中、分からないことがあれば、先生が自分に

合わせて教えてくれる。 79.9

49.2

85.8

58.8

特色ある教育活動【キャリア教育（例:弟子入り体

験・商品開発・職場体験等）、外国語、ICT等】は

子どもたちの成長によい効果をもたらしている。

84.3

83.8

㉓
53.4

46.0 ㉒
自分には、自分のやりたいことを応援してくれる身

近な地域の大人がいる。 71.1

61.6

67.3

54.4

義務教育９年間を通した一貫性のある教育（小中

一貫教育）は、子どもたちの成長や発達によい効

果をもたらしている。

52.6

46.8

㉓
授業では、タブレット端末を活用した授業を行って

いる。 76.4

87.9

69.9

46.4

いじめや不登校などに対して、未然防止、早期発

見、解決に向けて、教員が協力して取り組んでい

る。

53.4

46.0

㉔
学校の生活が楽しい。

71.7

73.6

65.0

52.2

学園での生活を通して、子どもに、地震や火災な

ど、様々な危険を予測し、回避する力が育まれてい

ると感じている。

77.6

82.1

⑩
92.0

90.9 ⑮
52.0

50.0 ㉕
【質問㉕以降は学園独自項目】 　学園では、地震

や火事など、様々な危険を予測し、避けるための知

識や考え方について学んでいる。

85.4 83.6
毎日の学習において「問い直す」学習を実施し、

思考力・表現力を高めている。
47.9

【質問㉕以降は学園独自項目】 　地域運営型（CS）

学校として、学校運営協議会、学校支援本部、地域教

育推進協議会と協働した教育活動を進めている。

95.8

89.8

⑩
52.0

50.0 ㉖
自分から先に挨拶をしている。

Communicate—豊かにかかわる―
72.7 73.9

小学部と中学部、特別支援学級と通常学級との交

流を精力的に進めている。

Communcate－豊かにかかわる―

61.4

60.4

「杉並区いじめ防止対策推進基本方針」に則り、

いじめの未然防止、早期発見、解決に向けた取組

を迅速に対応できる組織をつくっている。

95.8

87.8

⑪
36.0

50.0 ㉗
小学部と中学部、特別支援学級と通常学級と一

緒に活動することは大切である。

Communicate—豊かにかかわる―

77.0 59.7
学園での学習や行事を通して、子どもは自分の目

標に粘り強く取り組む力が高まったと感じる。

Challenge—ひたむきに挑戦する―

61.2

56.6

人と人との心をつなぐために、「自分から先に挨拶

のできる」児童・生徒を育てている。

Communicate—豊かにかかわる―

91.7

65.3

⑫
32.0

58.3 ㉘
授業中、自分の考えを自らすすんで発表してる。

Challenge—ひたむきに挑戦する―
54.1 31.4

学園での学習や行事を通して、思考力・表現力・

判断力が高まったと感じている。

Create—新たに創造する―

61.8

58.7

小学部と中学部、特別支援学級と通常学級との交

流を精力的に進めている。

Communcate－豊かにかかわる―

83.3

87.8

⑭
26.0

33.3
㉙

学園での学習や行事を通して、自分の目標に粘り

強く取り組む力を高めている。

Challenge－ひたむきに挑戦する―

64.9 41.6
学園は、Diversity（多様性）を尊重する学習や行

事を考え実施している。

Diversityを認め合う学園の実現

60.4

54.0

児童・生徒が自分の目標に粘り強く取り組む力が

高まるよう、学習や行事等の充実を図っている。

Challenge—ひたむきに挑戦する―

87.5

81.6

⑲
43.8

60.0 ㉚
毎日の授業において「問い直す」学習を実施し、

思考力・表現力・判断力を高めている。

Create—新たに創造する―

64.6 50.0
毎日の授業において「問い直す」学習を実施し、

思考力・表現力・判断力を高めている。

Create—新たに創造する―

83.3

81.6

㉛
学園は、Diversity（多様性）を尊重する学習や行

事を考え実施している。

Diversityを認め合う学園の実現

78.4 62.4
Diversity（多様性）を尊重する学習や行事を考

え実施している。

Diversityを認め合う学園の実現

87.5

79.6

上段：Ｒ7 上段：Ｒ7 上段：Ｒ7

下段：Ｒ6 下段：Ｒ6 下段：Ｒ6

【教育調査等アンケート結果】
・児童：学校及び家庭学習では、主
体的な学びを意識している児童が
多い。
・他者との交流を通した学びを意識
している児童・生徒が増えた
・保護者：子どもたちの成長を支え
るための連携については高評価だ
が、学習に対する連携については
低評価である。
【学校評価委員会の意見】

Diversity（多様性）を認
め合う学園の実現

重点経営目標 具体的方策 【学園自己評価】
評価参考資料（問.肯定率％）

【教育調査アンケート結果】
児童・生徒 保護者 教員

最
上
位
目
標

◎「３つのC」を体現する
児童・生徒の実現

〇９年間を通して進める、キャリア教育に
関わる学習活動の充実。「学びに向かう

力」を高める学習指導の推進。
〇１人１台専用タブレット端末を活用し、

「主体的・対話的で深い学び」の実現に

向けた授業改善の実施
〇地域との協働に基づく、児童・生徒、地
域にとって価値ある教育活動の創造

〇創立１０周年記念行事・記念式典に向
けて、児童・生徒、地域とともに１０年を振

り返ることで学園のよさを再確認し、新た
な１０年に向けた取組を児童・生徒が中

心となって行う。

・学校支援本部や地域教育推進協議会等との協
働により、弟子入り体験（３年）や商品開発プロ

ジェクト（６年）、職場体験（８年）、大学生体験（９
年）等を計画どおりに実施でき、地域や社会等に

ついての理解を深めることができた。

・創立１０周年関係の行事に児童・生徒が主体的
に取り組み、次の１０年に向けての意識が高まっ
た。

・一律的かつ一斉的な「宿題」を廃止し、児童・生
徒が主体的に家庭学習に取り組めるように授業

改善や課題の提示方法を行った。次第に意欲的
に家庭学習に取り組める児童・生徒が増えてき

た。
・学習の個別最適化に取り組み、自らの方法や

ペースで学習を進めることができる児童・生徒が
増えた。

A

学校関係者評価

重
点
目
標
１

Communicateの実現
－小中一貫教育のよさを生かし、豊
かにかかわる児童・生徒を育てる－

〇「つながり」と「かかわり」を大切
にした９年間継ぎ目のない小中一貫
教育の推進

〇オーストラリアをはじめとする英語
を母語とする国の海外交流校との
英語交流の充実

・「杉並和泉学園９年カリキュラム」に基づく教育

課程を編成・実施した。各教科・領域において小
中乗り入れ授業を行うとともに、研究授業を別日

に実施することで、互いの授業を参観することがで
き、系統性を再確認することができた。

・創立１０周年にあたり、運動会や合同作品展等
の学校行事、小中合同委員会やクラブ等で小中

交流の活動を充実させることができた。また、記念
行事に向けて、児童会・生徒会を中心に準備を進

め、充実した内容の発表を行うことができた。
・姉妹校のウィロビーＧＨＳ（中）やオーストラリアの

現地校とのオンライン交流を実施し、外国語を学
習すること意欲を高めることができた。

A

【教育調査等アンケート結果】
・児童：学校が楽しいと感じている
児童は多い。中学部では昨年度低
評価だったが、楽しいと感じている
生徒が増加した。安全教育につい
ては高評価である。
・教員：いじめ防止についての講習
等を行い意識が高まったが、保護
者へは、十分に浸透しておらず、児
童生徒の人間関係（いじめ、不登
校を含む）等に関する項目につい
て低評価だった。
【学校評価委員会の意見】

〇異文化・異言語・異世代の交流活
動等を地域と協働して推進

〇通常学級と特別支援学級との交
流活動の充実を図ることによる児
童・生徒の人間関係形成力の向上

〇Diversity（多様性）を尊重するカ
リキュラムの研究・編成

・昔遊び体験（１年）、華道体験（４年）、茶道体験

（５・６年）、和太鼓（６年）、狂言教室（６年）、水引
き作り体験（９年）等、地域と協働した異世代交流

や明治大学の学生による多文化共生授業を行う
ことができ、日本文化や他国の文化についての興

味や関心を広げることができた。
・運動会や校外学習等で通常学級と特別支援学
級との交流（共同）活動を行ったり、児童の実態に

応じて、個別に特定の教科で交流を行ったりする
ことでお互いの理解を深め仲間意識を強めること

ができた。
・校内研究では、「Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ」をテーマに「ちがい

を認め合い、自分らしく生きることのできる児童・
生徒の育成」を研究主題に据えて研究授業を

行ったことで、互いを尊重しながら交流し、学び
合っていこうとする姿勢が見られるようになった。

A

【教育調査等アンケート結果】
・多様性を尊重する行事や学習を
行い、児童・生徒や保護者の意識
も高まってきている。

【教育調査等アンケート結果】
・児童：学習のつながりや他者との
かかわりについて高評価。
・保護者：特色ある教育活動につい
ては高評価。
【学校評価委員会の意見】

令和7年度　杉並区立小中一貫教育校　杉並和泉学園　学園評価（自己評価および学校関係者評価）

教育調査（外部アンケート）結果　　　

保護者 教員

重
点
目
標
３

教職員の働き方改革の実現
－組織的な取組を推進し、児童・生

徒の資質・能力を高める授業改善に
還元する－

〇学びのデジタルプラットフォームや
１人１台専用タブレット端末等を有
効活用した教育DXの段階的な推進

〇大規模校のメリットを生かした校
務の役割分担の適正化

〇授業時数と教育課程の適正な管
理、行事の精選・実施方法の見直し

・一部の学級で連絡帳を廃止し、授業支援ソフト
（ロイロノート）で時間割を連絡したり、学園からの

お知らせ等をデジタル配信したりしたことで、業務
の削減が図れた。

・校務DXが進み、様々な取り組みが行われている
が、新校務システムの運用による変更や不具合等

への適応に時間がかかることがあった。
・校務分掌（組織・業務）の見直し、会議の精選、
校務支援システム（Ｃ４ｔｈ）の活用により、教材研

究等の時間を生み出すことができた。
・学習指導要領に定められた標準授業時数に対

する余剰時数を減らし、水曜日の４時間授業を増
やすことで、ゆとりのある教育課程を編成・実行で

き、会議時間や子どもと向き合う時間の確保等に

役立てることができた。
・教職員は幼保小の交流に熱心に取り組んでいる
が、全教職員の共通理解や保護者への発信も積

極的に行っていく必要がある。

B

【教育調査等アンケート結果】
・保護者：デジタル化、オンライン化
等の環境整備について高評価であ
る。
・教員：スクール・サポート・スタッフ
の活用による負担軽減について高
評価。ワーク・ライフ・バランス等の
働き方について低評価である。
・幼保小の連携について低評価で
ある。
【学校評価委員会の意見】

重
点
目
標
２

児童・生徒の安全安心の実
現
－安全教育及び生活指導上の諸課
題の未然防止・課題対応に力を尽く

す－

〇いじめ・暴力行為の発生しない学
園を目指した人権教育の充実

〇不登校・教室外登校の児童・生徒
の居場所として「IZUMI ROOM」
の運営

〇防災・学校事故・感染症・交通事
故等に対する、児童・生徒への安全
指導・安全管理の徹底

・いじめや（性）暴力が許されないことについて、全

校による講話や学年・学級経営を行った。また、区
の「いじめ防止対策推進基本方針」等の改定を

受けて、学園の基本方針や組織を見直し、全教職
員対象の研修を実施し意識の強化を図った。

・不登校対応のために運営している「ＩＺＵＭＩ ＲＯ

ＯＭ」と学級担任が連携を取り、不登校傾向にあ
る児童・生徒や気持ちを切り替えるための居場所
として機能した。

・学校安全年間計画に基づく指導に加え、杉並区
内外で起きた事故等に対して、組織的に対応する

ことができた。

A

上段：小　

下段：中

上段：Ｒ７
下段：Ｒ６

青：６６％以上
赤：５０％以下


